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・人工知能解析
・画像診断

即時性のある正確な蘇生後脳症の重症度評価
法が開発されれば、治療成績の飛躍的な向上と
医療資源の適切な利用の両立という課題を解決
することができると考えられます。
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人工知能を用いた蘇生後脳症における画像解析

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【研究の目的】
人工知能を用い蘇生後脳症の重症度を即座に高
精度で評価する方法を開発し、蘇生後脳症に対す
る体温管理療法（TTM）の最適体温を明らかにす
ることで、テーラーメイドの蘇生後ケアを可能に
します。
【研究の概要】
がん治療に用いられてきた人工知能を用いた画
像解析手法「ラジオミクス」を世界で初めて蘇生
学に応用し、データ抽出・再構成、特徴抽出、予
後予測などの手法を開発します。まず、パイロッ
ト研究として、人工知能による解析に耐えうる多
施設データ抽出法を開発し、画像の個別化に利用
できるデータ再構成・特徴抽出手法を開発し、さ
らに、脳内の画像特徴量の空間分布をフィー
チャーマップを用いて図示し、分類精度の高い画
像特徴量を開発します。そのうえで、低温域TTM
の有効性に関連する特徴量を明らかにし、新たな
重症度評価法に基づいたTTMにおける最適体温の
設定方法を開発します。
【期待される効果】
人間の眼を越えた革新的な画像診断法・蘇生後
脳症重症度評価法を開発し、テーラーメード化さ
れた蘇生後ケアを創造します。
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